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29）少子高齢化社会の進展は少子化克服によって
解決されることはありえない。少子化の根本
原因は経済至上主義的イデオロギーの広がり
によっているのであり，それを克服するため
の育児手当等の充実はさらに経済至上主義を
引き起こし，かえって，少子化の状況を進め
ることに繋がることは明らかである。
30）少なくとも日本社会において高齢者を65歳以
上と定義されて50年以上が過ぎようとしてい
るがそのうちに日本人の平均寿命は20年近く
延びている。高齢者を定義したころ高齢者の
年齢は平均寿命と大体一致していたのである
が，現在では高齢期になってから平均寿命ま
で達するのに20年近くの年月がある事実は大
きな問題を含んでいる。
31）それに伴って年金支給開始年齢も先送りする
（75歳年金支給開始年齢）必要性があらわれ
てくる。定年退職年齢（少なくとも75歳定
年）の引き上げによって，後期年長世代は積
極的に現役生活を続けざるをえなくなる。
32）2010年10月 1 日現在，65歳以上の人口は　
29,246,000人（全人口に対する割合22. 8％），
75歳以上は14,072,000人（10. 98％）である。
75歳までを労働人口に加えることによって，
15,000,000人の労働力人口が増えることにな
る。これにより労働力不足も，年金問題も解
決する。（矢野恒太記念会編『日本国勢図会
第70版』2012年，56頁参照）
